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資源の水準と動向「高位・横ばい」  

図 2 底魚一本釣り CPUE の年変動率 

 

図 1 水揚量と CPUE の推移 

 

生態学的特性 

〇分布・回遊：東京都では伊豆諸島から小笠原諸島及びその周辺の海山に分布する。伊豆諸島北部海域

で放流されたキンメダイの多くはその後同海域内に留まることが多い 1)。 

〇年齢・成長：尾叉長は満 1 歳で 15~17cm、3 歳で 25~28cm、5 歳で 32~35cm、10 歳で 38cm 前後 2)。  

〇成熟・産卵：生物学的最小形は 4~5 歳で尾叉長 31.8cm3)、産卵期は 6～9 月。  

〇被捕食関係：ハダカイワシ類などの魚類やエビ類、イカ類を捕食する 4)。また、イルカに捕食されるこ

とが知られている 5)。  

東京都におけるキンメダイ漁 

〇漁業：周年漁獲される。東京都海面では他県船も交え入会操業となっている。 

〇漁法：底魚一本釣り及び底たてはえ縄（東京都漁業調整規則に基づき）により漁獲される。 

〇管理：平成 2 年から漁業者自らが本種の資源管理型漁業に着手し、自主的資源管理（夜間操業の禁止

や小型魚の再放流、漁具・漁法の制限、禁漁期間や体長制限等）を強化しながら、他県（千葉・

静岡・神奈川）と協議を重ねてきた。また、新島・神津島・三宅島・八丈島では、東京都資源管

理方針に基づく資源管理協定を策定し、資源管理に取り組んでいる。  

 

 

東京都 

東京都の伊豆諸島海域におけるキンメダイ水揚量は暫

時増加し、2016 年に初めて 1,000 トンを超えた。2018 年

に過去最多の 1,214 トンを達成後、減少に転じたが、2023

年は再び 1,000 トンを超えた。CPUE（底魚一本釣り漁業

１日 1 隻あたりの水揚量。他県船は含まず）は、2009 年の

最大値 101.4 ㎏/日・隻以降増減を繰り返し、直近 5 年間

は 87.3～100.4 ㎏/日・隻で推移した（図１）。 

本資源評価票での資源量指標値は CPUE とした。2023

年における資源の水準は，CPUE が最大となった 2009 年

の 101.4 ㎏/日・隻の２/３以上である 100.0 ㎏/日・隻の

ため「高位」とした（図１）。 

資源の動向は、直近 5 年間の CPUE から算出した年変

動率が 1.7％であり、年間±５％以上の増減でないため「横

ばい」とした（図２）。 
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年変動率：1.7％ 

https://www.ifarc.metro.tokyo.lg.jp/archive/26,12337,52,389.html
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